
3月14日（金）、航空連合政策議員フォーラムの山岡 達丸（やまおか

たつまる）衆議院議員が、経済産業委員会で空港グランドハンドリング
業務における適正取引の推進の必要性について、航空連合の課題認識
を踏まえ、政府にガイドライン策定を含めた対応を強く要望しました。
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山岡達丸 衆議院議員が国会で空港内の適正取引を要望！

～国がｸﾞﾗハン業務の受委託におけるガイドラインを策定すべき！～

⚫ 継続的な賃上げには受委託構造における適正
取引を推進し、原資を確保する必要がある。

⚫ 空港で働く環境が整わなければ、2030年の
インバウンド6,000万人の達成も困難になる。

⚫ 国が適正取引推進のガイドラインを策定すべき
であり、航空連合適正取引ガイドラインを参考
に働く現場の意見をふまえ、来年の春闘に間に
合わせるようスピード感を持って進めるべき。

⚫ グラハン業務において、多重受委託構造の見直しなど
による適正な企業間取引が重要だと考えており、国土
交通省としてガイドライン策定の準備を進めている。

⚫ 策定にあたっては、労働組合の代表を含む官民の
関係者と検討会で議論をおこない、スケジュールも
ご意見をふまえて検討する。秋田 航空

ネットワーク部長

山岡 達丸（衆）
フォーラムメンバー
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